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いいお産はスタッフ同士の“いい関係”から生まれる 村上 睦子

【“ちょっといい関係”な病院紹介】

勤医協札幌病院産婦人科(北海道札幌市) 河嶋 亜衣ほか

エナレディースクリニック(北海道石狩市) 小友 由美ほか

名瀬徳洲会病院(鹿児島県奄美市) 小田切 幸平ほか

湘南鎌倉総合病院お産センター(神奈川県鎌倉市)
大田 康江，井上 裕美

たなかレディースクリニック(福島県郡山市)
鈴木 嘉代子，田中 勝彦

田辺産婦人科(山梨県中巨摩郡) 小島 由美ほか

育良クリニック 町田 純子ほか

カンガルーケアと早期母子接触 議論の流れと考え方 小林 美希

妊娠中の運動効果の認識と実態
乳幼児を持つ徳島市の母親からの聞き取り調査 灘 久代

いのちをつなぐひとたち 森田ゆりさん

周産期の生命倫理をめぐる旅 あたたかい心を求めて 仁志田 博司

災害時の母子保健 妊産婦を守る助産師の役割 吉田 穂波

バルナバクリニック発 ぶつぶつ通信 冨田 江里子

読者の大半が施設勤務の助産師さんたちだとわかっていて，あえて開業助

産師応援特集を組みました。理由は，施設での助産も，原型は開業助産師の

ケアにあると思うからです。特集では，開業に必要な資金や届出など，助産

の周辺の話題も盛り込みましたが，開業助産師の「こんな助産がしたい」と

いう信念は，施設のみなさんにも共通することだと確信しています。(竹内)

私の祖母は村のお産婆さんでした。今回の特集で現役の開業助産師の方々

の言葉を聞きながら，今は亡き祖母と対面しているような気持ちになりまし

た。今と昔ではお産の環境や考え方は大きく異なるでしょうが，母子への思

いや，助産師としての誇りは変わらないように思います。そんな助産師魂

が，これからもずっと，病院でも開業助産院でも活かされますように。(栗原)
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